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茶
道
で
学
ぶ
日
本
文
化
の
心

　
９
月
13
日
・
14
日
・
16
日
の
３
日
間
、
尾
崎
小
学
校
６
年

生
児
童
が
お
茶
会
を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
教
わ
る
礼
儀

作
法
に
や
や
緊
張
気
味
で
し
た
が
﹁
相
手
を
思
い
や
る
﹂
茶

道
の
精
神
と
日
本
文
化
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し

た
。︵
写
真
は
14
日
・
記
事
２
㌻
︶
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や
各
町
内
の
特
色
あ
る
山
車
が
、

笛
や
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
な
が

ら
続
き
、
沿
道
に
詰
め
か
け
た

観
衆
の
目

を
楽
し
ま

せ
て
い
ま

し
た
。
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尺八の伴奏で歌う出場者

両
民
謡
全
国
大
会
の
復
活
を
願
い

第
１
回
由
利
本
荘
民
謡
大
会
が
開
催

　
９
月
11
日
に
大
内
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
第
１
回
由

利
本
荘
民
謡
大
会
」
が
行
わ
れ
、

出
場
者
が
歌
う
「
本
荘
追
分
」

と
「
秋
田
馬
子
唄
」
に
約
３
０

０
人
の
来
場
者
が
耳
を
傾
け
ま

　
９
月
13
日
、
14
日
、
16
日
の

３
日
間
、
尾
崎
小
学
校
で
６
年

生
を
対
象
に
し
た
、
お
茶
会
体

験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
会
は
児
童
に
日
本

文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

お
茶
の
講
師
の
方
々
を
招
い
て

毎
年
行
わ
れ
、
こ
と
し
で
21
年

し
た
。

　
大
会
は
２
０
１
９
年
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
た
「
本
荘
追
分
全

国
大
会
」
と
「
秋
田
馬
子
唄
全

国
大
会
」
の
復
活
を
願
い
行
わ

れ
た
も
の
で
、
10
代
か
ら
80
代

ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
１
１
７

人
が
県
内
外
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
。

出
場
者
は
大
賞
の
部
、
高
齢
者

の
部
、
年
少
者
の
部
に
分
か
れ
、

日
頃
鍛
え
上
げ
た
歌
声
を
披
露

し
、
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
大
賞
の
部
で
優
勝
し
た
秋
田

市
出
身
の
山
上
衛
さ
ん
｟
30

歳
・
岩
手
県
｠
は
「
本
荘
追
分

は
大
変
難
し
い
歌
。
普
段
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
民
謡
の

先
生
方
が
聞
け
ば
、
ま
だ
ま
だ

な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
優
勝
で
き
て
率

直
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぼ
う

尾
崎
小
学
校
で
お
茶
会
体
験

目
の
取
り
組
み
で
す
。
児
童
た

ち
は
講
師
の
茶
道
裏
千
家
教
授

か
ら
茶
室
へ
の
入
り
方
、
お
茶

の
た
て
方
や
飲
み
方
、
お
菓
子

の
食
べ
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
お

茶
会
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
楽
し

そ
う
に
お
茶
の
作
法
を
学
び

「
普
段
お
茶
を
飲
む
と
き
と
は

違
い
、
礼
儀
正
し
く
す
る
の
が

い
い
と
思
っ
た
」
「
ち
ょ
っ
と

苦
い
と
感
じ
た
」
と
興
味
津
々

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

お茶のたて方を学ぶ児童

滝の周りでカヌーやＳＵＰ（スタンド・アップ・
パドルボード）を楽しむ参加者

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
と
な
っ
た
法
体
園
地

に
は
大
小
多
く
の
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
、
市
内
外
の
飲
食
店
な
ど

が
出
店
。
来
場
者
ら
は
家

族
や
仲
間
連
れ
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、

キ
ャ
ン
プ
め
し
コ
ン
テ
ス

ト
で
飯
ご
う
な
ど
で
炊
か

れ
た
白
米
の
見
た
目
や
味

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
　

　
滝
周
辺
で
は
カ
ヌ
ー
・

Ｓ
Ｕ
Ｐ
教
室
が
開
か
れ
、

透
き
通
っ
た
水
面
の
上
を

悠
々
と
楽
し
そ
う
に
進
む

参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
ジ
オ
パ

ー
ク
ガ
イ
ド
に
よ
る
園
地
の
案

内
や
百
宅
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る

ダ
ム
建
設
地
案
内
な
ど
も
行
わ

れ
、
多
く
の
人
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
秋
田
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た

小
山
内
晴
紀
ち
ゃ
ん
｟
６
歳
｠

は
「
初
め
て
来
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
プ
が
好
き
な
の
で
、
今
度
は

こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
19
日
、
鳥
海
ダ
ム
の
観

光
利
用
促
進
と
法
体
園
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
た
由

利
本
荘
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
が

由
利
本
荘
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス

法
体
園
地
で
レ
ジ
ャ
ー
楽
し
む

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
に
よ

る
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
同
社
に

よ
る
個
人
顧
客
訪
問
時
の
高
齢

者
見
守
り
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
協
定
締
結
式
は
９
月
26
日
に

市
役
所
で
行
わ
れ
、
髙
橋
支
社

長
は
「
協
定
の
取
り
組
み
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す

が
、
私
ど
も
が
由
利
本
荘
市
の

足
と
な
り
顔
と
な
り
、
広
報
部

隊
と
な
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
本
市
と
日
本
生
命
保
険
相
互

会
社
秋
田
支
社
｟
髙
橋
信
之
支

社
長
｠
が
「
包
括
連
携
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
市
と
同
社
が
連
携

し
、
双
方
が
有
す
る
人
的
資
源

や
物
的
資
源
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
課

題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
日
本
生
命
所
属

地
域
活
性
化
や
市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て

日
本
生
命
秋
田
支
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

大賞の部で優勝した山上さん

戸惑いながらお茶を飲む児童審査員がキャンプめしの見た目を審査する様子

　
こ
の
た
び
旧
百
宅
廃
校
｟
体

育
館
｠
利
用
組
合
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
、
同
組
合
の
小
野

浩
喜
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、

目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は
「
鳥
海
中
学
校
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
要
望
が
あ
る
と
聞
き
、

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
湊
市
長
は
「
多
額
の
寄
付

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
は
小
学
生
も
利
用
す
る

場
所
で
あ
り
、
よ
り
使
い
や
す

く
な
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
鳥
海
中
学
校
の
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

旧
百
宅
廃
校
利
用
組
合
が
寄
付

目録を手にする湊市長（左）
と小野さん（右）

　
本
荘
藩
の
参
勤
交
代
を
再
現

し
た
「
本
荘
大
名
行
列
」
が
９

月
18
日
、
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、

本
荘
地
域
中
心
部
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　
10
万
石
の
格
式
を
整
え
た
大

名
行
列
は
、
挟
箱
を
担
い
だ
男

衆
が
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
独

特
の
足
さ
ば
き
で
先
導
し
、
本

荘
八
幡
神
社
を
出
発
。
こ
れ
に

毛
槍
や
大
鳥
毛
、
練
り
子
、
殿

様
役
の
子
ど
も
を
乗
せ
た
か
ご

が
続
き
、
江
戸
時
代
の
姿
を
再

現
し
ま
し
た
。

　
行
列
の
後
ろ
に
は
、
み
こ
し

江
戸
時
代
の
姿
を
再
現

本
荘
大
名
行
列

独特の足さばきで歩く男衆

　
第
31
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
潮
来
大
会
が
、
９
月
24

日
、
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
茨
城
県
潮
来
市
で
開
催
さ
れ
、

由
利
本
荘
市
代
表
の
５
ク
ル
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
１
日
目
は
、
台
風
の
影

響
に
よ
る
風
雨
の
中
の
レ
ー
ス
、

２
日
目
は
強
風
の
た
め
水
上
で

の
レ
ー
ス
が
で
き
な
く
な
り
、

陸
上
で
の
ロ
ー
イ
ン
グ
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
競
漕
に
変
更

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
悪
天
候

に
よ
り
競
漕
方
法
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
力

強
く
漕
ぎ
抜
き
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
各
ク
ル
ー
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〖
男
子
１
６
０
歳
未
満
の
部
〗

▽
本
荘
由
利
森
林
組
合
　
第
８
位

〖
男
子
１
６
０
歳
以
上
の
部
〗

▽
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
や
ま
と
　
第
11
位

〖
男
女
混
合
の
部
〗

▽
美
女
と
野
獣
　
第
３
位

〖
議
会
議
員
の
部
〗

▽
市
議
会
子
吉
川
　
準
優
勝

▽
市
議
会
鳥
海
山
　
第
３
位

〖
総
合
成
績
〗

▽
由
利
本
荘
市
　
第
４
位

悪
天
候
に
負
け
ず
に
力
漕

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
潮
来
大
会

協定書を手にする湊市長（右）
と髙橋支社長（左）

ローイングエルゴメーターを漕ぐ本荘由利森林組合クルー（真ん中）

湊市長と全国ボート場所在市町村協議会長（埼玉県戸田市長）を囲んでの集合写真

ゆりほんテレビ
公式YouTube

は
さ
み
ば
こ

け

や
り

お
お
と
り

げ
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に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
楽
し

そ
う
に
お
茶
の
作
法
を
学
び

「
普
段
お
茶
を
飲
む
と
き
と
は

違
い
、
礼
儀
正
し
く
す
る
の
が

い
い
と
思
っ
た
」
「
ち
ょ
っ
と

苦
い
と
感
じ
た
」
と
興
味
津
々

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

お茶のたて方を学ぶ児童

滝の周りでカヌーやＳＵＰ（スタンド・アップ・
パドルボード）を楽しむ参加者

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
と
な
っ
た
法
体
園
地

に
は
大
小
多
く
の
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
、
市
内
外
の
飲
食
店
な
ど

が
出
店
。
来
場
者
ら
は
家

族
や
仲
間
連
れ
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、

キ
ャ
ン
プ
め
し
コ
ン
テ
ス

ト
で
飯
ご
う
な
ど
で
炊
か

れ
た
白
米
の
見
た
目
や
味

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
　

　
滝
周
辺
で
は
カ
ヌ
ー
・

Ｓ
Ｕ
Ｐ
教
室
が
開
か
れ
、

透
き
通
っ
た
水
面
の
上
を

悠
々
と
楽
し
そ
う
に
進
む

参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
ジ
オ
パ

ー
ク
ガ
イ
ド
に
よ
る
園
地
の
案

内
や
百
宅
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る

ダ
ム
建
設
地
案
内
な
ど
も
行
わ

れ
、
多
く
の
人
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
秋
田
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た

小
山
内
晴
紀
ち
ゃ
ん
｟
６
歳
｠

は
「
初
め
て
来
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
プ
が
好
き
な
の
で
、
今
度
は

こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
19
日
、
鳥
海
ダ
ム
の
観

光
利
用
促
進
と
法
体
園
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
た
由

利
本
荘
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
が

由
利
本
荘
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス

法
体
園
地
で
レ
ジ
ャ
ー
楽
し
む

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
に
よ

る
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
同
社
に

よ
る
個
人
顧
客
訪
問
時
の
高
齢

者
見
守
り
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
協
定
締
結
式
は
９
月
26
日
に

市
役
所
で
行
わ
れ
、
髙
橋
支
社

長
は
「
協
定
の
取
り
組
み
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す

が
、
私
ど
も
が
由
利
本
荘
市
の

足
と
な
り
顔
と
な
り
、
広
報
部

隊
と
な
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
本
市
と
日
本
生
命
保
険
相
互

会
社
秋
田
支
社
｟
髙
橋
信
之
支

社
長
｠
が
「
包
括
連
携
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
市
と
同
社
が
連
携

し
、
双
方
が
有
す
る
人
的
資
源

や
物
的
資
源
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
課

題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
日
本
生
命
所
属

地
域
活
性
化
や
市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て

日
本
生
命
秋
田
支
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

大賞の部で優勝した山上さん

戸惑いながらお茶を飲む児童審査員がキャンプめしの見た目を審査する様子

　
こ
の
た
び
旧
百
宅
廃
校
｟
体

育
館
｠
利
用
組
合
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
、
同
組
合
の
小
野

浩
喜
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、

目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は
「
鳥
海
中
学
校
の

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
要
望
が
あ
る
と
聞
き
、

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
湊
市
長
は
「
多
額
の
寄
付

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
は
小
学
生
も
利
用
す
る

場
所
で
あ
り
、
よ
り
使
い
や
す

く
な
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
鳥
海
中
学
校
の
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

旧
百
宅
廃
校
利
用
組
合
が
寄
付

目録を手にする湊市長（左）
と小野さん（右）

　
本
荘
藩
の
参
勤
交
代
を
再
現

し
た
「
本
荘
大
名
行
列
」
が
９

月
18
日
、
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、

本
荘
地
域
中
心
部
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　
10
万
石
の
格
式
を
整
え
た
大

名
行
列
は
、
挟
箱
を
担
い
だ
男

衆
が
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
独

特
の
足
さ
ば
き
で
先
導
し
、
本

荘
八
幡
神
社
を
出
発
。
こ
れ
に

毛
槍
や
大
鳥
毛
、
練
り
子
、
殿

様
役
の
子
ど
も
を
乗
せ
た
か
ご

が
続
き
、
江
戸
時
代
の
姿
を
再

現
し
ま
し
た
。

　
行
列
の
後
ろ
に
は
、
み
こ
し

江
戸
時
代
の
姿
を
再
現

本
荘
大
名
行
列

独特の足さばきで歩く男衆

　
第
31
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
潮
来
大
会
が
、
９
月
24

日
、
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
茨
城
県
潮
来
市
で
開
催
さ
れ
、

由
利
本
荘
市
代
表
の
５
ク
ル
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
１
日
目
は
、
台
風
の
影

響
に
よ
る
風
雨
の
中
の
レ
ー
ス
、

２
日
目
は
強
風
の
た
め
水
上
で

の
レ
ー
ス
が
で
き
な
く
な
り
、

陸
上
で
の
ロ
ー
イ
ン
グ
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
競
漕
に
変
更

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
悪
天
候

に
よ
り
競
漕
方
法
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
力

強
く
漕
ぎ
抜
き
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
各
ク
ル
ー
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〖
男
子
１
６
０
歳
未
満
の
部
〗

▽
本
荘
由
利
森
林
組
合
　
第
８
位

〖
男
子
１
６
０
歳
以
上
の
部
〗

▽
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
や
ま
と
　
第
11
位

〖
男
女
混
合
の
部
〗

▽
美
女
と
野
獣
　
第
３
位

〖
議
会
議
員
の
部
〗

▽
市
議
会
子
吉
川
　
準
優
勝

▽
市
議
会
鳥
海
山
　
第
３
位

〖
総
合
成
績
〗

▽
由
利
本
荘
市
　
第
４
位

悪
天
候
に
負
け
ず
に
力
漕

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
潮
来
大
会

協定書を手にする湊市長（右）
と髙橋支社長（左）

ローイングエルゴメーターを漕ぐ本荘由利森林組合クルー（真ん中）

湊市長と全国ボート場所在市町村協議会長（埼玉県戸田市長）を囲んでの集合写真

ゆりほんテレビ
公式YouTube

は
さ
み
ば
こ

け

や
り

お
お
と
り

げ
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私のミッションは「ナリワイづくりプロジェクト」
です！
自分の好きなことや得意なことで地域の困りごとや
隠れたニーズをプチビジネスにつなげ、実践しなが
ら増やしていくことを目的、役割としています。今
はここ東北・秋田の自然の中で「循環していく楽し
い暮らし方」をしている仲間との出会いを大事にし
ています。まず最初のイベントでは季節のハーブ、
ドクダミを使ったオイルを作り、ハンドトリートメ
ントを伝授するワークショップを開催しました。

Q. なぜ、由利本荘市の地域おこし協力隊に?　　　　　　　　  
A. 空き家状態になっている夫の実家が由利本荘市内にあり、こ

のまま無くしてしまうのはもったいない。家族がいつでも使
えるように整備しようと思ったことから始まり、東北・秋田に
来る機会が増えると素敵な楽しいところがいっぱい！　これ
を楽しまない手はない！　私や家族の友達はもとより、この
地で楽しく暮らしていく仲間が集り、泊まれる、拠点作りを
しようと考えました。

Q. 地域おこし協力隊として生かしていきたい経験は?              
A.　一昨年までキャリアコンサルタントの資格を生かしながら

仕事をしていく中で、いろんな方々と関わり「働くこと」ひい
ては「生きること」「活きること」について多方向から考えて
きました。仕事以外での趣味、食養生からマクロビ、アーユ
ルヴェーダ、ハーブを学び、太極拳、合気道、ヨガで身体を
動かしてきました。アクセサリー作りや、洋服作り、アースバ
ック住宅にも興味があります。

Vol.2

Q. 出身地は？ 
A. 東京都昭島市

Q. 活動期間は？ 
A. 2022年４月～

Q. 由利本荘市の好きな場所は？ 
A. 花立高原の芝生　空がひろーい♪

隊　員

木内　雅美 - Masami Kinouchi
テーマ

自己紹介／活動内容Vol.2

地域おこし
協力隊通信

・由利本荘市・

自己紹介 どんな活動をしていますか？
神奈川県川崎市宮前区での生活の方が長い！

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
連
合
会
に
よ
る
「
第
15

回
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
大
内
地
域

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
場
で
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
で
朝
か
ら
汗
ば
む

天
気
で
し
た
の
で
「
コ
ロ

ナ
の
感
染
対
策
に
も
気
を

遣
い
つ
つ
、
熱
中
症
に
も

十
分
に
気
を
付
け
、
大
い

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」

と
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
シ
ブ
ヤ
ス
タ
ジ
オ
の
渋

谷
知
宏
さ
ん
が
「
東
北
６

県
写
真
師
会
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
お
い
て
、
全
３
部
門
の

う
ち
最
も
優
れ
た
作
品
に

贈
ら
れ
る
、
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の

報
告
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
用
の
写

真
で
、
題
名
は
「
思
い
出

の
校
舎
で
」
。
柔
ら
か
な

光
や
素
晴
ら
し
い
笑
顔
、

背
景
の
程
よ
い
ボ
ケ
味
で

見
る
人
も
笑
顔
に
な
る
写

真
で
す
。
受
賞
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

９月14日㈬投稿　第15回親善グラウンド・

　　　　　　　　ゴルフ大会

９月15日㈭投稿　東北６県写真師会コンテスト

　　　　　　　　文部科学大臣賞受賞報告

協力隊５人で
かかしづくりに挑戦

鶴岡ナリワイ起業講座を受講！
　卒業イベントとして地域の方々に
　プレゼン・ワークショップを開催♪

Yurihonjo city public Relations. 20225

き
る
方
｟
エ
ク
セ
ル
、ワ
ー
ド
な
ど
｠

任
用
期
間

12
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
期
限

11
月
８
日
㈫
ま
で
総

務
課
へ

※

応
募
者
多
数
の
場
合
、
締
め
切

り
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
公
的
機

関
で
発
行
す
る
紹
介
状
と
市
専
用

の
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

〖
契
約
検
査
課
事
務
補
助
員
〗

勤
務
内
容
　
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
受
付
業
務
｟
申
請
書
受
付
、

シ
ス
テ
ム
入
力
等
｠

勤
務
先
　
総
務
部
契
約
検
査
課

勤
務
時
間
　
週
５
日
勤
務
｟
８
時

30
分
～
16
時
15
分
｠

応
募
資
格
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

３
会
計
年
度
任
用
職
員

（
事
務
補
助
員
）
を
募
集
し
ま
す

☎
24―

６
２
１
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

も
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
診
券
の
送
付
対
象
　
令
和
５
年

３
月
31
日
時
点
で
76
歳
お
よ
び
80

歳
の
方

※

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、

本
年
４
月
１
日
以
降
に
市
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
限
　
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で

　
本
年
度
中
に
76
歳
・
80
歳
に
な

ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
を
対
象
と
し
た
、
歯
科
健
診

｟
歯
科
健
康
診
査
｠
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に

受
診
券
｟
黄
色
｠
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
健
診
で
は
虫
歯
や

歯
周
病
の
有
無
の
み
な
ら
ず
「
噛

む
」「
飲
み
込
む
」
た
め
に
必
要
な

お
口
の
機
能
検
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
義
歯
｟
入
れ
歯
｠
の
方
で

１
本
年
度
中
に
76
歳
・
80
歳
に
な
る
皆
さ
ま

歯
科
健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？☎

24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

受
診
す
る
際
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
受
診
券
｟
黄
色
｠

※

事
前
に
、
受
診
券
に
記
載
の
歯

科
医
院
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

２
国
保
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ま

健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

の
場
合
は
無
利
子
｠

据
え
置
き
期
間
　
１
年
以
内

償
還
期
間
　
据
え
置
き
期
間
経
過

後
９
年
以
内

償
還
方
法

半
年
ま
た
は
月
賦
払
い

保
証
人
　
１
人
｟
本
市
居
住
者
｠

※

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
付
の
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、

扶
養
す
る
子
の
あ
る
配
偶
者
が
い

な
い
女
性
や
男
性
で
、
住
宅
の
整

備
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
　
１
世
帯
当
た
り

　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

貸
付
利
率
　
年
０
・
１
㌫
｟
た
だ

し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
や
災
害

救
助
法
適
用
に
よ
る
復
旧
の
た
め

４

｢

ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金｣

の

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☎
24―

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

医
療
保
険
加
入
者

※

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、

３
月
１
日
以
降
に
75
歳
を
迎
え
、

本
年
度
ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
限
　
▽
国
保
特

定
健
診…

令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
　
▽
後
期
高
齢
者
健
診…

令
和

５
年
１
月
31
日
ま
で

受
診
す
る
際
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
受
診
券
｟
国
保
特
定
健

診
は
き
み
ど
り
色
、
後
期
高
齢
者

健
診
は
む
ら
さ
き
色
｠

　
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対

象
と
し
た
国
保
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
｟
健
康
診
査
｠
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
本

年
４
月
に
受
診
券
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
年
に
１
度
は
健
康
診
査

を
受
診
し
て
自
分
の
「
か
ら
だ
」

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
診
券
の
送
付
対
象
　
▽
国
保
特

定
健
診…

40
歳
～
74
歳
の
国
保
加

入
者
　
▽
後
期
高
齢
者
健
診…

本

年
２
月
28
日
時
点
で
後
期
高
齢
者

受
診
方
法
　
受
診
券
に
同
封
の
「
お

知
ら
せ
」
に
記
載
の
医
療
機
関
に

電
話
で
予
約
｟
年
末
年
始
は
医
療

機
関
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
早
め

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
｠

※

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
、

受
診
券
を
使
用
し
た
個
別
健
診
と

は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

☎
24―

６
２
４
５

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

▼
国
保
特
定
健
診
に
つ
い
て

☎
24―

６
２
４
４

市
民
課
医
療
保
険
班

▼
後
期
高
齢
者
健
診
に
つ
い
て
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私のミッションは「ナリワイづくりプロジェクト」
です！
自分の好きなことや得意なことで地域の困りごとや
隠れたニーズをプチビジネスにつなげ、実践しなが
ら増やしていくことを目的、役割としています。今
はここ東北・秋田の自然の中で「循環していく楽し
い暮らし方」をしている仲間との出会いを大事にし
ています。まず最初のイベントでは季節のハーブ、
ドクダミを使ったオイルを作り、ハンドトリートメ
ントを伝授するワークショップを開催しました。

Q. なぜ、由利本荘市の地域おこし協力隊に?　　　　　　　　  
A. 空き家状態になっている夫の実家が由利本荘市内にあり、こ

のまま無くしてしまうのはもったいない。家族がいつでも使
えるように整備しようと思ったことから始まり、東北・秋田に
来る機会が増えると素敵な楽しいところがいっぱい！　これ
を楽しまない手はない！　私や家族の友達はもとより、この
地で楽しく暮らしていく仲間が集り、泊まれる、拠点作りを
しようと考えました。

Q. 地域おこし協力隊として生かしていきたい経験は?              
A.　一昨年までキャリアコンサルタントの資格を生かしながら

仕事をしていく中で、いろんな方々と関わり「働くこと」ひい
ては「生きること」「活きること」について多方向から考えて
きました。仕事以外での趣味、食養生からマクロビ、アーユ
ルヴェーダ、ハーブを学び、太極拳、合気道、ヨガで身体を
動かしてきました。アクセサリー作りや、洋服作り、アースバ
ック住宅にも興味があります。

Vol.2

Q. 出身地は？ 
A. 東京都昭島市

Q. 活動期間は？ 
A. 2022年４月～

Q. 由利本荘市の好きな場所は？ 
A. 花立高原の芝生　空がひろーい♪

隊　員

木内　雅美 - Masami Kinouchi
テーマ

自己紹介／活動内容

地域おこし
協力隊通信

・由利本荘市・

自己紹介 どんな活動をしていますか？
神奈川県川崎市宮前区での生活の方が長い！

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
連
合
会
に
よ
る
「
第
15

回
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
大
内
地
域

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
場
で
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
で
朝
か
ら
汗
ば
む

天
気
で
し
た
の
で
「
コ
ロ

ナ
の
感
染
対
策
に
も
気
を

遣
い
つ
つ
、
熱
中
症
に
も

十
分
に
気
を
付
け
、
大
い

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」

と
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
シ
ブ
ヤ
ス
タ
ジ
オ
の
渋

谷
知
宏
さ
ん
が
「
東
北
６

県
写
真
師
会
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
お
い
て
、
全
３
部
門
の

う
ち
最
も
優
れ
た
作
品
に

贈
ら
れ
る
、
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の

報
告
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
用
の
写

真
で
、
題
名
は
「
思
い
出

の
校
舎
で
」
。
柔
ら
か
な

光
や
素
晴
ら
し
い
笑
顔
、

背
景
の
程
よ
い
ボ
ケ
味
で

見
る
人
も
笑
顔
に
な
る
写

真
で
す
。
受
賞
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

９月14日㈬投稿　第15回親善グラウンド・

　　　　　　　　ゴルフ大会

９月15日㈭投稿　東北６県写真師会コンテスト

　　　　　　　　文部科学大臣賞受賞報告

協力隊５人で
かかしづくりに挑戦

鶴岡ナリワイ起業講座を受講！
　卒業イベントとして地域の方々に
　プレゼン・ワークショップを開催♪
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き
る
方
｟
エ
ク
セ
ル
、ワ
ー
ド
な
ど
｠

任
用
期
間

12
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
期
限

11
月
８
日
㈫
ま
で
総

務
課
へ

※

応
募
者
多
数
の
場
合
、
締
め
切

り
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
公
的
機

関
で
発
行
す
る
紹
介
状
と
市
専
用

の
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

〖
契
約
検
査
課
事
務
補
助
員
〗

勤
務
内
容
　
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
受
付
業
務
｟
申
請
書
受
付
、

シ
ス
テ
ム
入
力
等
｠

勤
務
先
　
総
務
部
契
約
検
査
課

勤
務
時
間
　
週
５
日
勤
務
｟
８
時

30
分
～
16
時
15
分
｠

応
募
資
格
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

３
会
計
年
度
任
用
職
員

（
事
務
補
助
員
）
を
募
集
し
ま
す

☎
24―

６
２
１
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

も
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
診
券
の
送
付
対
象
　
令
和
５
年

３
月
31
日
時
点
で
76
歳
お
よ
び
80

歳
の
方

※

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、

本
年
４
月
１
日
以
降
に
市
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
限
　
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で

　
本
年
度
中
に
76
歳
・
80
歳
に
な

ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
を
対
象
と
し
た
、
歯
科
健
診

｟
歯
科
健
康
診
査
｠
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に

受
診
券
｟
黄
色
｠
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
健
診
で
は
虫
歯
や

歯
周
病
の
有
無
の
み
な
ら
ず
「
噛

む
」「
飲
み
込
む
」
た
め
に
必
要
な

お
口
の
機
能
検
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
義
歯
｟
入
れ
歯
｠
の
方
で

１
本
年
度
中
に
76
歳
・
80
歳
に
な
る
皆
さ
ま

歯
科
健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？☎

24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

受
診
す
る
際
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
受
診
券
｟
黄
色
｠

※

事
前
に
、
受
診
券
に
記
載
の
歯

科
医
院
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

２
国
保
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ま

健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

の
場
合
は
無
利
子
｠

据
え
置
き
期
間
　
１
年
以
内

償
還
期
間
　
据
え
置
き
期
間
経
過

後
９
年
以
内

償
還
方
法

半
年
ま
た
は
月
賦
払
い

保
証
人
　
１
人
｟
本
市
居
住
者
｠

※

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
付
の
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、

扶
養
す
る
子
の
あ
る
配
偶
者
が
い

な
い
女
性
や
男
性
で
、
住
宅
の
整

備
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
　
１
世
帯
当
た
り

　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

貸
付
利
率
　
年
０
・
１
㌫
｟
た
だ

し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
や
災
害

救
助
法
適
用
に
よ
る
復
旧
の
た
め

４

｢

ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金｣

の

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☎
24―

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

医
療
保
険
加
入
者

※

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、

３
月
１
日
以
降
に
75
歳
を
迎
え
、

本
年
度
ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
限
　
▽
国
保
特

定
健
診…

令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
　
▽
後
期
高
齢
者
健
診…

令
和

５
年
１
月
31
日
ま
で

受
診
す
る
際
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
受
診
券
｟
国
保
特
定
健

診
は
き
み
ど
り
色
、
後
期
高
齢
者

健
診
は
む
ら
さ
き
色
｠

　
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対

象
と
し
た
国
保
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
｟
健
康
診
査
｠
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
本

年
４
月
に
受
診
券
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
年
に
１
度
は
健
康
診
査

を
受
診
し
て
自
分
の
「
か
ら
だ
」

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
診
券
の
送
付
対
象
　
▽
国
保
特

定
健
診…

40
歳
～
74
歳
の
国
保
加

入
者
　
▽
後
期
高
齢
者
健
診…

本

年
２
月
28
日
時
点
で
後
期
高
齢
者

受
診
方
法
　
受
診
券
に
同
封
の
「
お

知
ら
せ
」
に
記
載
の
医
療
機
関
に

電
話
で
予
約
｟
年
末
年
始
は
医
療

機
関
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
早
め

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
｠

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
、

受
診
券
を
使
用
し
た
個
別
健
診
と

は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

☎
24―

６
２
４
５

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

▼
国
保
特
定
健
診
に
つ
い
て

☎
24―

６
２
４
４

市
民
課
医
療
保
険
班

▼
後
期
高
齢
者
健
診
に
つ
い
て
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会
場
　
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
　
浜
松
町
館
５
階
展
示
室

内
容
　
▽
市
町
村
・
県
・
業
界
団

体
な
ど
に
よ
る
移
住
相
談
ブ
ー
ス

▽
企
業
に
よ
る
仕
事
相
談
ブ
ー
ス

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
た
体
験
コ
ー

ナ
ー
▽
職
業
適
性
診
断
な
ど

対
象
　
県
内
へ
の
移
住
や
就
職
を

希
望
す
る
方
、
関
心
が
あ
る
方
な

ど

※

一
般
・
学
生
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

　
県
で
は
、
本
県
へ
の
移
住
や
就

職
を
検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
暮
ら
し
や
仕

事
、
支
援
制
度
に
つ
い
て
情
報
収

集
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

本
市
も
出
展
し
、
移
住
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
で
移
住
を
お
考
え
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ

の
フ
ェ
ア
の
こ
と
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

日
時

10
月
30
日
㈰

12
時
～
16

時
半
｟
開
場
11
時
半
｠

５
〜
み
ん
な
秋
田
で
暮
ら
そ
う
！
働
こ
う
！
〜

「
あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す

☎
24―

６
２
４
７

問
い
合
わ
せ
先

移
住
支
援
課

参
加
方
法
　
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

か
ら
事
前
来
場
登
録
お
よ
び
個
別

相
談
・
面
談
予
約

▼特設Ｗｅｂサイト

に
本
社
、
営
業
所
、
工
場
が
あ
る

企
業
、
団
体
、
個
人
事
業
主

申
し
込
み

11
月
15
日
㈫
ま
で
、

申
請
書
を
観
光
振
興
課
へ

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
で
は
「
ぺ
ろ
っ
と
鳥
海

山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
～
た
の
し

く
お
い
し
い
も
の
が
た
り
」
と
し

て
、
食
品
を
通
じ
て
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
、
新
た
な

商
品
を
募
集
し
ま
す
。
認
定
商
品

に
認
め
ら
れ
る
と
、認
定
商
品
マ
ー

ク
の
パ
ネ
ル
を
お
店
に
掲
示
で
き

る
ほ
か
、同
協
議
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

紹
介
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
同
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内

８
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す

☎
24―

６
３
７
６

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課

※

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
発
熱
な
ど

風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
来
場
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

大
の
道
公
民
館
に
は
十
分
な
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
東
口
と
国
道

１
０
５
号
東
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
「
停

車
場
東
口
線
」
の
整
備
方
針
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
26
日
㈬

①
15
時
～
｟
カ
ダ
ー
レ
１
階
　
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー
｠

②
18
時
～
｟
大
の
道
公
民
館
｠

※

当
日
の
説
明
資
料
は
説
明
会
に

合
わ
せ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
ま
す
。

※

ど
ち
ら
の
会
場
も
内
容
は
同
じ

で
す
。 ７

｢

停
車
場
東
口
線｣

道
路
整
備
事
業
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

☎
24―

６
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

❸
補
助
金
の
内
示

　
来
年
１
月
下
旬

❹
補
助
金
の
交
付
申
請

　
来
年
４
月

　〖
事
業
の
概
要
〗

補
助
対
象
　
市
の
活
性
化
の
た
め

に
、
地
域
貢
献
や
人
材
育
成
、
市

民
の
つ
な
が
り
創
出
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
活
動

す
る
も
の

補
助
金
の
額
　
補
助
対
象
経
費
の

範
囲
内
で
年
間
上
限
50
万
円
｟
最

長
３
年
間
｠

交
付
審
査
　
「
と
も
し
び
審
査
会
」

で
団
体
な
ど
の
資
格
審
査
、
プ
レ

ゼ
ン
に
よ
る
活
動
内
容
審
査
を
行

い
決
定

　〖
資
格
要
件
〗

○
個
人
は
、
由
利
本
荘
市
民
で
あ

る
こ
と

○
団
体
は
、
事
務
所
｟
事
務
局
｠

　
の
所
在
地
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
団
体
は
、
市
民
団
体
と
し
て
定

　
款
、
規
約
を
有
し
て
い
る
こ
と

○
市
を
元
気
に
す
る
た
め
の
活
動

　
を
行
う
こ
と

〜
あ
な
た
の
思
い
を

　
　
　
　地
域
の
元
気
に
〜

　
市
で
は
、
地
域
の
元
気
創
出
に

つ
な
が
る
活
動
を
応
援
す
る
た
め

「
と
も
し
び
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

補
助
金
」
制
度
を
設
け
、
団
体
・

個
人
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
そ
の
事

業
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
は
「
ふ
る
さ
と
の

活
性
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
寄
付
金
を

財
源
と
し
て
、
地
域
貢
献
や
人
材

育
成
な
ど
を
目
的
に
、
自
主
的
か

つ
自
立
し
た
活
動
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
支
援
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
は
７
団
体
・
１
個
人
が
対

象
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

補
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

地
域
を
明
る
く
元
気
に
す
る
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
団
体
・

個
人
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　〖
手
続
き
の
流
れ
〗

❶
申
請
の
受
け
付
け

10
月
17
日
㈪
～
11
月
15
日
㈫

❷
内
容
審
査

12
月
14
日
㈬
｟
活
動
内
容
を
説

　
明
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
を
行

　
い
ま
す
｠

9
「
と
も
し
び
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

補
助
金
」
活
用
者
を
募
集
し
ま
す

☎
24―

６
２
３
５

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

｢助け合いの雪よせ｣始めてみませんか？
　自力での雪よせが困難な高齢者世帯などのため
に、地域の住民有志が協力し、雪よせをする支援活
動の輪が広がっています。このような助け合いによる
雪よせを組織化（共助組織）している取り組みは、市
内で11組織あります。地域の高齢者などが安心・安
全に暮らせるよう共助による除排雪活動に取り組ん
でみてはいかがでしょうか。あきたパートナーシップ
では組織立ち上
げや助成金に関
することのお手
伝いをしていま
すので、共助に
よる雪よせに関
する相談や勉強
会・説明会の開
催を希望される
場合は、問い合
わせ先にご連絡
ください。

市役所に空中ディスプレイで操作するフロア案内システムが登場！
　空中に浮かぶホログラム画像をタッチパネルのように操作できる、庁内フロア案

内システムを、市役所本庁舎１階市民ホールに設置しました。画面に触れることな

く、空中の画像を操作できる仕組みは、世界的にも例が少ない最新技術です。

　非接触で感染予防にもなりますので、近未来的な操作を、ぜひご体験ください。

※機器は、「ＭＩＲＡＩ ＢＡＲ株式会社」から無償で供与いただきました。

問い合わせ先　行政改革推進課 ☎２４―６３８３

☎
24―

６
２
５
８

農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先

　
各
様
式
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

に
備
え
付
け
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
軽
油
引
取
税

免
税
証
｟
農
業
用
｠
の
交
付
申
請

に
必
要
な
耕
作
証
明
書
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
本
人
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課
で
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。
同
居
家
族
以
外
の
方

の
代
理
申
請
、
法
人
の
申
請
に
つ

い
て
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

10
耕
作
証
明
書
の
交
付
に
は

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す

問い合わせ先
ＮＰＯ法人あきたパートナーシップ

　　　　　☎０１８－８２９－５８０１
地域づくり推進課　☎２４－６２３１

◇
農
業
６
次
産
業
化
支
援
事
業

　
市
で
は
、
圏
域
内
の
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
、
加
工
・
販
売
に

係
る
施
設
整
備
や
備
品
整
備
に
伴

う
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
、
追
加
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業
者

❶
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

ま
た
は
法
人

❷
農
林
漁
家
｟
個
人
｠

６
地
域
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

必
要
書
類
　
見
積
書
お
よ
び
事
業

実
施
計
画
書

申
込
期
限

10
月
28
日
㈮

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※

漬
物
は
対
象
外
で
す
。

☎
24―

６
２
３
４

問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

担
い
手
支
援
班

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

〈補助金の内容〉

団体・法人 １／２以内

個人 １／３以内

団体・法人 １／２以内

個人 １／３以内

団体・法人 １／２以内

個人 １／３以内

加工施設整備 １５０万円

販売施設整備 ６０万円

備品整備 ６０万円

事業項目 区分 補助率 限度額

※整備計画について、申請前に保健所へご相談ください。
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会
場
　
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
　
浜
松
町
館
５
階
展
示
室

内
容
　
▽
市
町
村
・
県
・
業
界
団

体
な
ど
に
よ
る
移
住
相
談
ブ
ー
ス

▽
企
業
に
よ
る
仕
事
相
談
ブ
ー
ス

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
た
体
験
コ
ー

ナ
ー
▽
職
業
適
性
診
断
な
ど

対
象
　
県
内
へ
の
移
住
や
就
職
を

希
望
す
る
方
、
関
心
が
あ
る
方
な

ど

※

一
般
・
学
生
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

　
県
で
は
、
本
県
へ
の
移
住
や
就

職
を
検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
暮
ら
し
や
仕

事
、
支
援
制
度
に
つ
い
て
情
報
収

集
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

本
市
も
出
展
し
、
移
住
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
で
移
住
を
お
考
え
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ

の
フ
ェ
ア
の
こ
と
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

日
時

10
月
30
日
㈰

12
時
～
16

時
半
｟
開
場
11
時
半
｠

５
〜
み
ん
な
秋
田
で
暮
ら
そ
う
！
働
こ
う
！
〜

「
あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す

☎
24―

６
２
４
７

問
い
合
わ
せ
先

移
住
支
援
課

参
加
方
法
　
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

か
ら
事
前
来
場
登
録
お
よ
び
個
別

相
談
・
面
談
予
約

▼特設Ｗｅｂサイト

に
本
社
、
営
業
所
、
工
場
が
あ
る

企
業
、
団
体
、
個
人
事
業
主

申
し
込
み

11
月
15
日
㈫
ま
で
、

申
請
書
を
観
光
振
興
課
へ

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
で
は
「
ぺ
ろ
っ
と
鳥
海

山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
～
た
の
し

く
お
い
し
い
も
の
が
た
り
」
と
し

て
、
食
品
を
通
じ
て
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
、
新
た
な

商
品
を
募
集
し
ま
す
。
認
定
商
品

に
認
め
ら
れ
る
と
、認
定
商
品
マ
ー

ク
の
パ
ネ
ル
を
お
店
に
掲
示
で
き

る
ほ
か
、同
協
議
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

紹
介
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
同
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内

８
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す

☎
24―

６
３
７
６

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課

※

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
発
熱
な
ど

風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
来
場
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

大
の
道
公
民
館
に
は
十
分
な
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
東
口
と
国
道

１
０
５
号
東
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
「
停

車
場
東
口
線
」
の
整
備
方
針
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
26
日
㈬

①
15
時
～
｟
カ
ダ
ー
レ
１
階
　
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー
｠

②
18
時
～
｟
大
の
道
公
民
館
｠

※

当
日
の
説
明
資
料
は
説
明
会
に

合
わ
せ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
ま
す
。

※

ど
ち
ら
の
会
場
も
内
容
は
同
じ

で
す
。 ７

｢

停
車
場
東
口
線｣

道
路
整
備
事
業
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

☎
24―

６
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

❸
補
助
金
の
内
示

　
来
年
１
月
下
旬

❹
補
助
金
の
交
付
申
請

　
来
年
４
月

　〖
事
業
の
概
要
〗

補
助
対
象
　
市
の
活
性
化
の
た
め

に
、
地
域
貢
献
や
人
材
育
成
、
市

民
の
つ
な
が
り
創
出
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
活
動

す
る
も
の

補
助
金
の
額
　
補
助
対
象
経
費
の

範
囲
内
で
年
間
上
限
50
万
円
｟
最

長
３
年
間
｠

交
付
審
査
　
「
と
も
し
び
審
査
会
」

で
団
体
な
ど
の
資
格
審
査
、
プ
レ

ゼ
ン
に
よ
る
活
動
内
容
審
査
を
行

い
決
定

　〖
資
格
要
件
〗

○
個
人
は
、
由
利
本
荘
市
民
で
あ

る
こ
と

○
団
体
は
、
事
務
所
｟
事
務
局
｠

　
の
所
在
地
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
団
体
は
、
市
民
団
体
と
し
て
定

　
款
、
規
約
を
有
し
て
い
る
こ
と

○
市
を
元
気
に
す
る
た
め
の
活
動

　
を
行
う
こ
と

〜
あ
な
た
の
思
い
を

　
　
　
　地
域
の
元
気
に
〜

　
市
で
は
、
地
域
の
元
気
創
出
に

つ
な
が
る
活
動
を
応
援
す
る
た
め

「
と
も
し
び
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

補
助
金
」
制
度
を
設
け
、
団
体
・

個
人
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
そ
の
事

業
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
は
「
ふ
る
さ
と
の

活
性
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
寄
付
金
を

財
源
と
し
て
、
地
域
貢
献
や
人
材

育
成
な
ど
を
目
的
に
、
自
主
的
か

つ
自
立
し
た
活
動
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
支
援
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
は
７
団
体
・
１
個
人
が
対

象
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

補
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

地
域
を
明
る
く
元
気
に
す
る
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
団
体
・

個
人
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　〖
手
続
き
の
流
れ
〗

❶
申
請
の
受
け
付
け

10
月
17
日
㈪
～
11
月
15
日
㈫

❷
内
容
審
査

12
月
14
日
㈬
｟
活
動
内
容
を
説

　
明
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
を
行

　
い
ま
す
｠

9
「
と
も
し
び
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

補
助
金
」
活
用
者
を
募
集
し
ま
す

☎
24―

６
２
３
５

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

｢助け合いの雪よせ｣始めてみませんか？
　自力での雪よせが困難な高齢者世帯などのため
に、地域の住民有志が協力し、雪よせをする支援活
動の輪が広がっています。このような助け合いによる
雪よせを組織化（共助組織）している取り組みは、市
内で11組織あります。地域の高齢者などが安心・安
全に暮らせるよう共助による除排雪活動に取り組ん
でみてはいかがでしょうか。あきたパートナーシップ
では組織立ち上
げや助成金に関
することのお手
伝いをしていま
すので、共助に
よる雪よせに関
する相談や勉強
会・説明会の開
催を希望される
場合は、問い合
わせ先にご連絡
ください。

市役所に空中ディスプレイで操作するフロア案内システムが登場！
　空中に浮かぶホログラム画像をタッチパネルのように操作できる、庁内フロア案

内システムを、市役所本庁舎１階市民ホールに設置しました。画面に触れることな

く、空中の画像を操作できる仕組みは、世界的にも例が少ない最新技術です。

　非接触で感染予防にもなりますので、近未来的な操作を、ぜひご体験ください。

※機器は、「ＭＩＲＡＩ ＢＡＲ株式会社」から無償で供与いただきました。

問い合わせ先　行政改革推進課 ☎２４―６３８３

☎
24―

６
２
５
８

農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先

　
各
様
式
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

に
備
え
付
け
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
軽
油
引
取
税

免
税
証
｟
農
業
用
｠
の
交
付
申
請

に
必
要
な
耕
作
証
明
書
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
本
人
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課
で
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。
同
居
家
族
以
外
の
方

の
代
理
申
請
、
法
人
の
申
請
に
つ

い
て
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

10
耕
作
証
明
書
の
交
付
に
は

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す

問い合わせ先
ＮＰＯ法人あきたパートナーシップ

　　　　　☎０１８－８２９－５８０１
地域づくり推進課　☎２４－６２３１

市役所に空中ディスプレイで操作するフロア案内システムが登場！

◇
農
業
６
次
産
業
化
支
援
事
業

　
市
で
は
、
圏
域
内
の
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
、
加
工
・
販
売
に

係
る
施
設
整
備
や
備
品
整
備
に
伴

う
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
、
追
加
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業
者

❶
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

ま
た
は
法
人

❷
農
林
漁
家
｟
個
人
｠

６
地
域
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

必
要
書
類
　
見
積
書
お
よ
び
事
業

実
施
計
画
書

申
込
期
限

10
月
28
日
㈮

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※

漬
物
は
対
象
外
で
す
。

☎
24―

６
２
３
４

問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

担
い
手
支
援
班

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

〈補助金の内容〉

団体・法人 １／２以内

個人 １／３以内

団体・法人 １／２以内

個人 １／３以内

団体・法人 １／２以内

個人 １／３以内

加工施設整備 １５０万円

販売施設整備 ６０万円

備品整備 ６０万円

事業項目 区分 補助率 限度額

※整備計画について、申請前に保健所へご相談ください。
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マイナンバーカードの申請・取得をお願いします
　市では現在、市民のマイナンバーカード取得促進のため、時間外窓口や出張申請受け付けなどを実施して

います。カードの利便性・必要性は日々高まっており、運転免許証・介護保険証・母子健康手帳・障がい者手

帳などにも今後利用される予定です。今回は、カードの安全性や利便性についてご案内します。

　カードに搭載されたＩＣチップには、券面に記載されている情報のほか電子証明書が記録されていま

す。「署名用電子証明書」と「利用者証明用電子証明書」があり、オンラインや外部の端末などから、電子

証明書で本人であることを認証し、さまざまなサービスが利用できます。

①コンビニ交付サービスにおける各種証明書の発行

②健康保険証としての利用

③行政サイト（マイナポータル）のログインなど

④新型コロナワクチン接種証明書のスマートフォンのアプリでの発行

⑤ｅ－Ｔａｘなどの電子申請

⑥民間オンライン取引（オンラインバンキングなど）

　マイナンバーカードは、顔写真付きの公的な身分証明書であり、マイナンバーの証明も

同時にできます。カード内には、年金や税情報、健康保険証利用時の検診結果や薬剤

情報など、プライバシー性の高い情報は記録されません。また、情報を読み出すには暗

証番号が必要で、一定回数間違えるとロックします。さらに、不正な読み出しにはＩＣ

チップの記録消去機能など、高度なセキュリティ対策が施されています。

　マイナンバーが外部に漏れたとしても、それだけで行政手続きや個人情報の閲覧はで

きません。

◇マイナンバーカードの安全性

　マイナンバーカードは安全であり、行政手続きに

おける重要なツールとして活用されていきます。マイ

ナンバーカード未取得者の皆さまには「マイナン

バーカード交付申請書」が郵送されています。二次

元コードからスマートフォンでの申請も可能ですの

で、まだお持ちでない方は、カードの申請・取得を

ぜひよろしくお願いします。

◇マイナンバーカードの利便性

市民課住民記録班　☎２４―６２４３

行政改革推進課　☎２４―６３８３

問い合わせ先

マイナポイントに関すること

マイナンバーカードの申請・取得に関すること▶

▶マイナポイントを受け取るために必要な

マイナンバーカードの申請期限は、12月末まで

①のコンビニ交付サービスで発行できる各種証明書

住民票、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、戸籍附票

などの発行ができます。

※市内のセブンイレブンで「ワクチン接種証明

書」の発行ができます。

※「薬剤情報」「特定健診情報」「医療費情

報」が閲覧でき、薬剤情報と特定健診情報は

医療機関や薬局でも確認できます。今後は診

療情報（手術など）、電子処方箋情報などの閲

覧を予定しています。

③のマイナポータルサイトでは、次のことが可能

○マイナンバーカードの健康保険証利用登録

　

○公金受取口座の登録

Yurihonjo city public Relations. 20229

（上記は10月５日時点の情報です）
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22 億 2,417 万円

33 億  61 万円

33 億 2,395 万円

35 億 8,030 万円

10 億 2,254 万円

4 億 4,504 万円

27 億 3,583 万円

18 億 7,110 万円

32 億 8,492 万円

28 億 1,428 万円

11 億 7,499 万円

1億 6,983 万円

水道事業会計

ガス事業会計

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

89 億 4,223 万円

108 億 7,858 万円

88 億 3,005 万円

106 億 9,069 万円

9 億 1,979 万円

1 億 5,182 万円

115 万円

4 億 9,978 万円

6,560 万円

4,538 万円

6,195 万円

1 億  932 万円

527 万円

0 万円

58 万円

9 億 2,169 万円

1 億 6,538 万円

149 万円

5 億 2,498 万円

7,482 万円

6,795 万円

6,195 万円

1 億 1,130 万円

612 万円

1 万円

66 万円

合計

後期高齢者医療

国民健康保険

診療所運営

情報センター

奨学資金

介護サービス事業

一番堰まちづくり事業

スキー場運営

小友財産区

北内越財産区

松ヶ崎財産区

休日応急診療所運営

会計名会計名 歳入歳入 歳出歳出

会計名会計名 収入収入 支出支出
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語句の説明特別会計と公営企業会計

令和３年度の主な事業

下水道事業会計

歳　入

約543億

6,965万円

歳　出

約538億

2,574万円

地方譲与税および

各種交付金（5.3％）
28億8,453万円

県支出金（6.8％）
36億8,928万円

市債（9.1％）
49億3,176万円

国庫支出金

（17.1％）
93億2,844万円

地方交付税（34.9％）
189億7,723万円

その他

（6.2％）
33億3,553万円

繰越金（3.7％）
19億9,255万円

市税（15.1％）
82億1,934万円

その他（7.9％）
43億3,274万円

民生費（27.5％）
147億9,457万円

土木費（16.3％）
87億5,018万円

総務費（15.6％）
83億7,345万円

公債費（12.0％）
64億5,057万円

教育費

（10.0％）
53億7,155万円

衛生費（6.0％）
32億4,135万円

農林水産業費（4.7％）
25億1,133万円

自

依

一般会計とは別に経理を行う予算。特定の事業や資金運用の状
況を明確化するために区分されます。特別会計

一般会計や特別会計と異なる方法（複式簿記）で経理
を行い、経営成績や財政状況を明確化しています。公営企業会計

財政課　☎２４－６２２０

決算の詳細情報

公営企業会計の
詳細情報

歳入の特徴

　自主財源の根幹となる市税が前年度と比べ約

8,500 万円の減、国から交付される地方交付税

は約 10 億 1,600 万円の増となりました。また、

国庫支出金は新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金の減などにより、前年度と比

べ約 60 億 2,900 万円の減となりました。

歳出の特徴

　新型コロナウイルス感染症への対応のため、

子育て世帯等臨時特別給付金などの給付事業に

加え、プレミアム飲食券・商品券発行事業や宿

泊・温泉施設等の利用促進事業、飲食業などへ

の緊急支援事業を行いました。

　また、市総合計画・新創造ビジョンや総合戦

略に基づき、羽後本荘駅周辺整備事業、新山小

学校改築事業などの事業も積極的に展開しまし

た。一方で身の丈にあった財政運営を徹底し、

財政調整基金への積み立てを行うなど、後年度

の財政負担に備えることができました。

これからの見通しについて

　令和３年度は市税収入が当初想定したほどの

落ち込みがなかったことに加え、普通交付税の

再算定による追加交付が行われるなど前年度に

比べ収入を確保することできました。

　しかし、これは一時的なもので財政状況が改

善されたわけではありません。厳しい財政状況

ではありますが、引き続き事務の効率化や財源

確保に取り組み、経費節減を図りながら健全な

財政運営に努めてまいります。

のの

令和３年度の収支をお知らせします

決算概要報告決算概要報告

グラフで見る一般会計（歳入・歳出）

　一般会計の歳入決算額（税金など市へ入って

きたお金）は約５４３億６,９６５万円で前年

度と比べ、約４９億９,９３９万円（８．４％）

の減、歳出決算額（市が使ったお金）は約５３

８億２，５７４万円で前年度と比べ、約３５億

５,０７５万円（６．２％）の減となり、歳入歳

出差引額は約５億４,３９１万円となりました。

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越した事業に充

てるべき財源を控除した実質収支は約２億６,２

６６万円の黒字となっています。

一般会計
歳入　 約５４３億６,９６５万円

歳出　 約５３８億２,５７４万円

諸収入（1.8％）
10億1,099万円

（73.2％）

（26.
8％）

主
財
源

存

財
源

市政情報配信ツール構築事業………………………………

選挙費（県知事・市長・市議補・衆議院・市議）…

87万円

1億4,949万円

施設型給付事業（民間保育所・認定こども園）…

福祉医療費支給事業…………………………………

子育て世帯等への臨時特別給付金給付事業………

25億9,763万円

6億1,313万円

17億3,668万円

感染症等予防対策事業………………………………

新型コロナウイルスワクチン接種事業……………

1億4,431万円

3億7,429万円

中山間地域等直接支払交付金事業…………………

多面的機能支払交付金事業…………………………

米価下落対策緊急支援事業………………………………

4億5,598万円

3億9,766万円

4,954万円

プレミアム飲食券・商品券発行事業………………

宿泊施設利用促進事業………………………………

1億1,277万円

1億4,075万円

羽後本荘駅周辺整備事業……………………………

除雪機械購入事業…………………………………………

16億7,962万円

7,860万円

消防水利整備事業…………………………………………

感染防止対策用資器材購入事業……………………………

9,244万円

376万円

新山小学校改築事業…………………………………

本荘北中学校大規模改修事業………………………

学校空調設備整備事業………………………………

6億9,632万円

2億4,446万円

1億5,141万円

■ 総務費 ■ 商工費

■ 土木費

■ 消防費

■ 教育費

■ 民生費

■ 衛生費

■ 農林水産業費

地方交付税･･･市の財政状況などに応じて
　　　　　　 国から配分されるお金
国庫支出金･･･事業に対して国から交付さ
　　　　　　 れるお金
市税･･･市に納めていただく税金
市債･･･公共投資などに伴う市の借金
県支出金･･･事業に対して県から交付され
　　　　　 るお金
繰越金･･･前年度から繰り越されたお金
諸収入･･･他の科目に分類されない収入

その他･･･分担金・負担金、使用料・手数
　　　　 料、財産収入、寄附金、繰入金

民生費･･･高齢者・障がい者・児童のた
　　　　 めの施策、生活保護など
土木費･･･道路の維持管理、除雪など
総務費･･･庁舎管理、選挙など
公債費･･･借入金の返済など
教育費･･･学校の管理、教育備品など
衛生費･･･健康増進、ごみ収集など
農林水産業費･･･農業者支援など
その他･･･ 市議会の活動など（議会費）、
　　　　　就労支援など（労働費）、消
　　　　　防体制の維持など（消防費）、
　　　　　商工・観光振興など（商工　
　　　　　費）、災害復旧費

■ 歳入

■ 歳出



22 億 2,417 万円

33 億  61 万円

33 億 2,395 万円

35 億 8,030 万円

10 億 2,254 万円

4 億 4,504 万円

27 億 3,583 万円

18 億 7,110 万円

32 億 8,492 万円

28 億 1,428 万円

11 億 7,499 万円

1億 6,983 万円

水道事業会計

ガス事業会計

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

89 億 4,223 万円

108 億 7,858 万円

88 億 3,005 万円

106 億 9,069 万円

9 億 1,979 万円

1 億 5,182 万円

115 万円

4 億 9,978 万円

6,560 万円

4,538 万円

6,195 万円

1 億  932 万円

527 万円

0 万円

58 万円

9 億 2,169 万円

1 億 6,538 万円

149 万円

5 億 2,498 万円

7,482 万円

6,795 万円

6,195 万円

1 億 1,130 万円

612 万円

1 万円

66 万円

合計

後期高齢者医療

国民健康保険

診療所運営

情報センター

奨学資金

介護サービス事業

一番堰まちづくり事業

スキー場運営

小友財産区

北内越財産区

松ヶ崎財産区

休日応急診療所運営

会計名会計名 歳入歳入 歳出歳出

会計名会計名 収入収入 支出支出
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語句の説明特別会計と公営企業会計

令和３年度の主な事業

下水道事業会計

歳　入

約543億

6,965万円

歳　出

約538億

2,574万円

地方譲与税および

各種交付金（5.3％）
28億8,453万円

県支出金（6.8％）
36億8,928万円

市債（9.1％）
49億3,176万円

国庫支出金

（17.1％）
93億2,844万円

地方交付税（34.9％）
189億7,723万円

その他

（6.2％）
33億3,553万円

繰越金（3.7％）
19億9,255万円

市税（15.1％）
82億1,934万円

その他（7.9％）
43億3,274万円

民生費（27.5％）
147億9,457万円

土木費（16.3％）
87億5,018万円

総務費（15.6％）
83億7,345万円

公債費（12.0％）
64億5,057万円

教育費

（10.0％）
53億7,155万円

衛生費（6.0％）
32億4,135万円

農林水産業費（4.7％）
25億1,133万円

自

依

一般会計とは別に経理を行う予算。特定の事業や資金運用の状
況を明確化するために区分されます。特別会計

一般会計や特別会計と異なる方法（複式簿記）で経理
を行い、経営成績や財政状況を明確化しています。公営企業会計

財政課　☎２４－６２２０

決算の詳細情報

公営企業会計の
詳細情報

歳入の特徴

　自主財源の根幹となる市税が前年度と比べ約

8,500 万円の減、国から交付される地方交付税

は約 10 億 1,600 万円の増となりました。また、

国庫支出金は新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金の減などにより、前年度と比

べ約 60 億 2,900 万円の減となりました。

歳出の特徴

　新型コロナウイルス感染症への対応のため、

子育て世帯等臨時特別給付金などの給付事業に

加え、プレミアム飲食券・商品券発行事業や宿

泊・温泉施設等の利用促進事業、飲食業などへ

の緊急支援事業を行いました。

　また、市総合計画・新創造ビジョンや総合戦

略に基づき、羽後本荘駅周辺整備事業、新山小

学校改築事業などの事業も積極的に展開しまし

た。一方で身の丈にあった財政運営を徹底し、

財政調整基金への積み立てを行うなど、後年度

の財政負担に備えることができました。

これからの見通しについて

　令和３年度は市税収入が当初想定したほどの

落ち込みがなかったことに加え、普通交付税の

再算定による追加交付が行われるなど前年度に

比べ収入を確保することできました。

　しかし、これは一時的なもので財政状況が改

善されたわけではありません。厳しい財政状況

ではありますが、引き続き事務の効率化や財源

確保に取り組み、経費節減を図りながら健全な

財政運営に努めてまいります。

のの

令和３年度の収支をお知らせします

決算概要報告決算概要報告

グラフで見る一般会計（歳入・歳出）

　一般会計の歳入決算額（税金など市へ入って

きたお金）は約５４３億６,９６５万円で前年

度と比べ、約４９億９,９３９万円（８．４％）

の減、歳出決算額（市が使ったお金）は約５３

８億２，５７４万円で前年度と比べ、約３５億

５,０７５万円（６．２％）の減となり、歳入歳

出差引額は約５億４,３９１万円となりました。

歳入歳出差引額から翌年度に繰り越した事業に充

てるべき財源を控除した実質収支は約２億６,２

６６万円の黒字となっています。

一般会計
歳入　 約５４３億６,９６５万円

歳出　 約５３８億２,５７４万円

諸収入（1.8％）
10億1,099万円

（73.2％）

（26.
8％）

主
財
源

存

財
源

市政情報配信ツール構築事業………………………………

選挙費（県知事・市長・市議補・衆議院・市議）…

87万円

1億4,949万円

施設型給付事業（民間保育所・認定こども園）…

福祉医療費支給事業…………………………………

子育て世帯等への臨時特別給付金給付事業………

25億9,763万円

6億1,313万円

17億3,668万円

感染症等予防対策事業………………………………

新型コロナウイルスワクチン接種事業……………

1億4,431万円

3億7,429万円

中山間地域等直接支払交付金事業…………………

多面的機能支払交付金事業…………………………

米価下落対策緊急支援事業………………………………

4億5,598万円

3億9,766万円

4,954万円

プレミアム飲食券・商品券発行事業………………

宿泊施設利用促進事業………………………………

1億1,277万円

1億4,075万円

羽後本荘駅周辺整備事業……………………………

除雪機械購入事業…………………………………………

16億7,962万円

7,860万円

消防水利整備事業…………………………………………

感染防止対策用資器材購入事業……………………………

9,244万円

376万円

新山小学校改築事業…………………………………

本荘北中学校大規模改修事業………………………

学校空調設備整備事業………………………………

6億9,632万円

2億4,446万円

1億5,141万円

■ 総務費 ■ 商工費

■ 土木費

■ 消防費

■ 教育費

■ 民生費

■ 衛生費

■ 農林水産業費

地方交付税･･･市の財政状況などに応じて
　　　　　　 国から配分されるお金
国庫支出金･･･事業に対して国から交付さ
　　　　　　 れるお金
市税･･･市に納めていただく税金
市債･･･公共投資などに伴う市の借金
県支出金･･･事業に対して県から交付され
　　　　　 るお金
繰越金･･･前年度から繰り越されたお金
諸収入･･･他の科目に分類されない収入

その他･･･分担金・負担金、使用料・手数
　　　　 料、財産収入、寄附金、繰入金

民生費･･･高齢者・障がい者・児童のた
　　　　 めの施策、生活保護など
土木費･･･道路の維持管理、除雪など
総務費･･･庁舎管理、選挙など
公債費･･･借入金の返済など
教育費･･･学校の管理、教育備品など
衛生費･･･健康増進、ごみ収集など
農林水産業費･･･農業者支援など
その他･･･ 市議会の活動など（議会費）、
　　　　　就労支援など（労働費）、消
　　　　　防体制の維持など（消防費）、
　　　　　商工・観光振興など（商工　
　　　　　費）、災害復旧費

■ 歳入

■ 歳出
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おめでとうございます
満100歳

～これからも元気で

お過ごしください～

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

細谷　ナヲ子さん

（大正11年10月１日生まれ・大浦）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と

や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

おたより
お待ちしています

◆
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
に
掲
載
さ
れ
る
毎
月

の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
案
内
を
、
い
つ
も
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
参
加
で
き
そ
う
な

催
し
は
な
い
か
と
探
し
て
は
、
は
が
き
を
出
し

て
み
た
り
。
そ
の
中
で
も
「
大
人
の
登
校
日
」

は
好
き
な
行
事
で
す
。

（
坂
井
さ
ん
・
70
代
・
由
利
地
域
）

◆
先
日
、
湊
市
長
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
市
役

所
へ
行
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き

を
し
て
き
ま
し
た
。
役
所
の
中
の
様
子
や
職
員

の
対
応
は
、
と
て
も
明
る
く
良
い
雰
囲
気
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
西
目
の
ハ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
へ
、
孫
た
ち
と
一
緒
に
ブ
ド
ウ
の
摘

み
取
り
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
く
、
よ
く
出
来
た
ブ
ド
ウ
で
し
た
。
人
出
が

多
く
大
変
で
し
た
が
、
良
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（

Ｓ
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
熱
中
夢
中
の
「
石
脇
緑
を
守
る
会
」
に
つ
い

て
、
近
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
ほ
え
み
花

壇
の
近
く
を
通
る
た
び
に
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ

た
花
壇
だ
な
と
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
。
地
域

の
交
流
が
無
く
な
る
の
は
次
の
世
代
に
と
っ
て

の
損
失
だ
と
、
若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
作

業
内
容
を
模
索
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
花
壇
を
き
れ
い
に
維
持

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
交
流
を
盛
ん

に
す
る
こ
と
も
目
的
な
の
で
す
ね
。
記
事
を
読

ん
で
、
花
壇
を
目
に
す
る
気
持
ち
が
変
わ
り
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
、
内
実
共
に
美

し
い
花
壇
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（
30
代
・
本
荘
地
域
）

人 の動き ９月末日現在・住民基本台帳　　　　　　 　   　
（　）は前月比

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ９月の人身事故発生状況

事故件数       5件

死亡者数       0人
負傷者数       7人

累計 昨年同期

  60件

0人
77人

69件
3人
74人

）内管署荘本利由・在現日03月９（

人口   73,041人（-103）
男=35,089人（-57）
女=37,952人（-46）

世帯数30,828世帯（-29）

　
　
い
費
と
相
談
し
な
が
ら
広
い

　
　
部
屋
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え

中
。
今
の
部
屋
に
入
居
し
た
時
は

最
低
限
の
荷
物
だ
っ
た
の
に
、
最

近
は
収
納
で
き
な
い
物
で
あ
ふ
れ

て
い
て
不
思
議
で
す
。
　（
一
輝
）

　
　
け
石
に
水
で
は…

と
５
年
前

　
　
に
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
西
目

地
域
で
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓

練
。
先
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
緊
急
速

報
を
受
け
て
、
訓
練
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
さ
い
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

中
学
生
の
お
い
に
、
身
長
を

超
さ
れ
ま
し
た
。
成
長
期
で
の
猛

烈
な
追
い
上
げ
に
は
た
だ
び
っ
く

り
で
、
低
い
声
に
も
ま
だ
慣
れ
ず

に
叔
母
は
困
惑
し
て
い
ま
す
。
☆

　
　
む
り
に
よ
る
健
康
被
害
や
環

　
　
境
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
稲
わ

ら
焼
き
。
こ
の
時
期
、
流
れ
て
く

る
匂
い
に
秋
を
感
じ
ま
す
が
、
県

の
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

は
慎
み
ま
し
ょ
う
　
　（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
き
イ
モ
の
お
い
し
い
季
節
で

　
　
す
が
、
同
じ
イ
モ
で
も
私
は

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
派
。
極
細
で
カ

リ
ッ
カ
リ
、
黄
色
に
茶
色
字
看
板

の
フ
ァ
ミ
レ
ス
ポ
テ
ト
は
ビ
ー
ル

の
お
供
に
最
高
で
す
　
　（
一
男
）

　
　
暮
れ
が
早
ま
り
、
視
界
の
悪

　
　
い
薄
暮
時
に
は
ヒ
ヤ
リ

と

さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
。
自
転

車
も
車
も
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

習
慣
に
し
て
、
安
全
運
転
で
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　（
紀
）

夕 焼 け 小 焼 け
ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

佐藤　功芽ちゃん（ 力 さん）石脇

中堤　　唯ちゃん（ 純 さん）給人町

小野　結采ちゃん（直也さん）東梵天

佐藤　澄空ちゃん（大地さん）一番堰

髙橋明日香ちゃん（紳悦さん）鶴沼

<９月16日～９月29日受け付け分>

<９月16日～９月29日受け付け分>

こうが

　ゆい

 　いと

 そら

あすか

齋藤　斗里ちゃん（悠也さん）一番堰

大野　　萩ちゃん（謙太郎さん）一番堰

佐々木優凪ちゃん（陽平さん）川口

今野　　建ちゃん（ 将 さん）藤崎

正木　風羽ちゃん（ 元 さん）川口

とうり

しゅう

　ゆな

たける

　ふう   

今野　向葵ちゃん（勇樹さん）出戸上野

小松　和華ちゃん（ 弘 さん）矢島町田中町

加藤　陽向ちゃん（ 峻 さん）岩谷町

佐々木ねねちゃん（ 圭 さん）西目町沼田

ひなた

のどか

ひなた

江幡　妙子さん

木内　和義さん

大塚　久子さん

　野　勝美さん

工藤　正仁さん

佐々木　篤さん

工藤　　敏さん

岡田　秀喜さん

工藤　ツヨさん

（表尾崎町 ・ ９５歳）

（大鍬町 ・ ６５歳）

（福山 ・ ７８歳）

（薬師堂 ・ ７７歳）

（裏尾崎町 ・ ６２歳）

（館前 ・ ７１歳）

（荒町 ・ ８６歳）

（万願寺 ・ ７１歳）

（西梵天 ・ ８６歳）

横田　　剛さん

下村　妙子さん

今野　　進さん

髙橋　養一さん

姉ツキヱさん

佐藤　サダさん

今野　　建さん

仁部　マサさん

木村ミキ子さん

（石脇 ・ ９０歳）

（石脇 ・ 92歳）

（赤沼下 ・ ６５歳）

（一番堰 ・ ８８歳）

（矢島町矢島町・１０４歳）

（岩城道川 ・ ９４歳）

（岩城勝手 ・ ６７歳）

（岩城内道川 ・ ９３歳）

（川西 ・ ９０歳）

尾留川トミさん

木内　鐵雄さん

木内ツナ子さん

三浦　ヒサさん

佐藤ナヲエさん

佐々木留四郎さん

佐藤　鐵夫さん

伊藤　孝枝さん

堀　　　光さん

鈴木スゞヱさん

太田　正賢さん

鈴木金五郎さん

（前郷 ・ ９５歳）

（森子 ・ ８２歳）

（東鮎川 ・ ８９歳）

（森子 ・ ９３歳）

（西沢 ・ ９３歳）

（五十土 ・ ９５歳）

（新田 ・ ８１歳）

（岩谷町 ・ ８９歳）

（牛寺 ・ ６６歳）

（大倉沢 ・ ８７歳）

（小栗山 ・ ７４歳）

（岩谷町 ・ ９１歳）

佐藤　ヨシさん

小松イミ子さん

阿部ヒサコさん

小松　兵亮さん

渡辺ヤスヨさん

畠山美江子さん

佐藤　陸郎さん

佐藤　藤子さん

村上ツヱ子さん

佐藤　怡子さん

（東由利老方 ・ ９４歳）

（東由利舘合 ・ ８３歳）

（東由利蔵 ・ ８９歳）

（東由利舘合 ・ ９３歳）

（東由利田代 ・ ９７歳）

（西目町出戸 ・ ９０歳）

（鳥海町上川内 ・ ８８歳）

（鳥海町下川内 ・ 90歳）

（鳥海町猿倉 ・ ８８歳）

（鳥海町上川内 ・ 89歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

富樫　誠さん（旧本荘市民生功労者・石脇）

９月27日永眠。社会福祉法人石脇福祉会の設立に寄与

し、理事・副理事長を歴任。平成８年からは理事長とし

て、児童福祉の向上や発展、社会福祉施設の整備と充実

に尽力されました。平成14年本荘市民生功労。86歳。
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おめでとうございます
満100歳

～これからも元気で

お過ごしください～

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

細谷　ナヲ子さん

（大正11年10月１日生まれ・大浦）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と

や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

おたより
お待ちしています

◆
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
に
掲
載
さ
れ
る
毎
月

の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
案
内
を
、
い
つ
も
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
参
加
で
き
そ
う
な

催
し
は
な
い
か
と
探
し
て
は
、
は
が
き
を
出
し

て
み
た
り
。
そ
の
中
で
も
「
大
人
の
登
校
日
」

は
好
き
な
行
事
で
す
。

（
坂
井
さ
ん
・
70
代
・
由
利
地
域
）

◆
先
日
、
湊
市
長
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
市
役

所
へ
行
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き

を
し
て
き
ま
し
た
。
役
所
の
中
の
様
子
や
職
員

の
対
応
は
、
と
て
も
明
る
く
良
い
雰
囲
気
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
西
目
の
ハ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
へ
、
孫
た
ち
と
一
緒
に
ブ
ド
ウ
の
摘

み
取
り
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
く
、
よ
く
出
来
た
ブ
ド
ウ
で
し
た
。
人
出
が

多
く
大
変
で
し
た
が
、
良
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（

Ｓ
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
熱
中
夢
中
の
「
石
脇
緑
を
守
る
会
」
に
つ
い

て
、
近
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
ほ
え
み
花

壇
の
近
く
を
通
る
た
び
に
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ

た
花
壇
だ
な
と
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
。
地
域

の
交
流
が
無
く
な
る
の
は
次
の
世
代
に
と
っ
て

の
損
失
だ
と
、
若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
作

業
内
容
を
模
索
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
花
壇
を
き
れ
い
に
維
持

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
交
流
を
盛
ん

に
す
る
こ
と
も
目
的
な
の
で
す
ね
。
記
事
を
読

ん
で
、
花
壇
を
目
に
す
る
気
持
ち
が
変
わ
り
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
、
内
実
共
に
美

し
い
花
壇
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（
30
代
・
本
荘
地
域
）

人 の動き ９月末日現在・住民基本台帳　　　　　　 　   　
（　）は前月比

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ９月の人身事故発生状況

事故件数       5件

死亡者数       0人
負傷者数       7人

累計 昨年同期

  60件

0人
77人

69件
3人
74人

）内管署荘本利由・在現日03月９（

人口   73,041人（-103）
男=35,089人（-57）
女=37,952人（-46）

世帯数30,828世帯（-29）

　
　
い
費
と
相
談
し
な
が
ら
広
い

　
　
部
屋
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え

中
。
今
の
部
屋
に
入
居
し
た
時
は

最
低
限
の
荷
物
だ
っ
た
の
に
、
最

近
は
収
納
で
き
な
い
物
で
あ
ふ
れ

て
い
て
不
思
議
で
す
。
　（
一
輝
）

　
　
け
石
に
水
で
は…

と
５
年
前

　
　
に
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
西
目

地
域
で
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓

練
。
先
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
緊
急
速

報
を
受
け
て
、
訓
練
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
さ
い
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

中
学
生
の
お
い
に
、
身
長
を

超
さ
れ
ま
し
た
。
成
長
期
で
の
猛

烈
な
追
い
上
げ
に
は
た
だ
び
っ
く

り
で
、
低
い
声
に
も
ま
だ
慣
れ
ず

に
叔
母
は
困
惑
し
て
い
ま
す
。
☆

　
　
む
り
に
よ
る
健
康
被
害
や
環

　
　
境
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
稲
わ

ら
焼
き
。
こ
の
時
期
、
流
れ
て
く

る
匂
い
に
秋
を
感
じ
ま
す
が
、
県

の
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

は
慎
み
ま
し
ょ
う
　
　（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
き
イ
モ
の
お
い
し
い
季
節
で

　
　
す
が
、
同
じ
イ
モ
で
も
私
は

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
派
。
極
細
で
カ

リ
ッ
カ
リ
、
黄
色
に
茶
色
字
看
板

の
フ
ァ
ミ
レ
ス
ポ
テ
ト
は
ビ
ー
ル

の
お
供
に
最
高
で
す
　
　（
一
男
）

　
　
暮
れ
が
早
ま
り
、
視
界
の
悪

　
　
い
薄
暮
時
に
は
ヒ
ヤ
リ

と

さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
。
自
転

車
も
車
も
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

習
慣
に
し
て
、
安
全
運
転
で
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　（
紀
）

夕 焼 け 小 焼 け
ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

佐藤　功芽ちゃん（ 力 さん）石脇

中堤　　唯ちゃん（ 純 さん）給人町

小野　結采ちゃん（直也さん）東梵天

佐藤　澄空ちゃん（大地さん）一番堰

髙橋明日香ちゃん（紳悦さん）鶴沼

<９月16日～９月29日受け付け分>

<９月16日～９月29日受け付け分>

こうが

　ゆい

 　いと

 そら

あすか

齋藤　斗里ちゃん（悠也さん）一番堰

大野　　萩ちゃん（謙太郎さん）一番堰

佐々木優凪ちゃん（陽平さん）川口

今野　　建ちゃん（ 将 さん）藤崎

正木　風羽ちゃん（ 元 さん）川口

とうり

しゅう

　ゆな

たける

　ふう   

今野　向葵ちゃん（勇樹さん）出戸上野

小松　和華ちゃん（ 弘 さん）矢島町田中町

加藤　陽向ちゃん（ 峻 さん）岩谷町

佐々木ねねちゃん（ 圭 さん）西目町沼田

ひなた

のどか

ひなた

江幡　妙子さん

木内　和義さん

大塚　久子さん

　野　勝美さん

工藤　正仁さん

佐々木　篤さん

工藤　　敏さん

岡田　秀喜さん

工藤　ツヨさん

（表尾崎町 ・ ９５歳）

（大鍬町 ・ ６５歳）

（福山 ・ ７８歳）

（薬師堂 ・ ７７歳）

（裏尾崎町 ・ ６２歳）

（館前 ・ ７１歳）

（荒町 ・ ８６歳）

（万願寺 ・ ７１歳）

（西梵天 ・ ８６歳）

横田　　剛さん

下村　妙子さん

今野　　進さん

髙橋　養一さん

姉ツキヱさん

佐藤　サダさん

今野　　建さん

仁部　マサさん

木村ミキ子さん

（石脇 ・ ９０歳）

（石脇 ・ 92歳）

（赤沼下 ・ ６５歳）

（一番堰 ・ ８８歳）

（矢島町矢島町・１０４歳）

（岩城道川 ・ ９４歳）

（岩城勝手 ・ ６７歳）

（岩城内道川 ・ ９３歳）

（川西 ・ ９０歳）

尾留川トミさん

木内　鐵雄さん

木内ツナ子さん

三浦　ヒサさん

佐藤ナヲエさん

佐々木留四郎さん

佐藤　鐵夫さん

伊藤　孝枝さん

堀　　　光さん

鈴木スゞヱさん

太田　正賢さん

鈴木金五郎さん

（前郷 ・ ９５歳）

（森子 ・ ８２歳）

（東鮎川 ・ ８９歳）

（森子 ・ ９３歳）

（西沢 ・ ９３歳）

（五十土 ・ ９５歳）

（新田 ・ ８１歳）

（岩谷町 ・ ８９歳）

（牛寺 ・ ６６歳）

（大倉沢 ・ ８７歳）

（小栗山 ・ ７４歳）

（岩谷町 ・ ９１歳）

佐藤　ヨシさん

小松イミ子さん

阿部ヒサコさん

小松　兵亮さん

渡辺ヤスヨさん

畠山美江子さん

佐藤　陸郎さん

佐藤　藤子さん

村上ツヱ子さん

佐藤　怡子さん

（東由利老方 ・ ９４歳）

（東由利舘合 ・ ８３歳）

（東由利蔵 ・ ８９歳）

（東由利舘合 ・ ９３歳）

（東由利田代 ・ ９７歳）

（西目町出戸 ・ ９０歳）

（鳥海町上川内 ・ ８８歳）

（鳥海町下川内 ・ 90歳）

（鳥海町猿倉 ・ ８８歳）

（鳥海町上川内 ・ 89歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

富樫　誠さん（旧本荘市民生功労者・石脇）

９月27日永眠。社会福祉法人石脇福祉会の設立に寄与

し、理事・副理事長を歴任。平成８年からは理事長とし

て、児童福祉の向上や発展、社会福祉施設の整備と充実

に尽力されました。平成14年本荘市民生功労。86歳。
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市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

災害に備えて
命を守る備えを学ぶ

　
こ
と
し
も
市
内
の
多
く
の
箇
所
で
大
雨

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
大
規
模
な
気
象

災
害
や
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
災
害
で
命
を
失
う
こ
と

も
あ
り
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
頃
の

備
え
が
重
要
で
す
。
同
会
で
は
災
害
か
ら

命
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
学
習
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
な
り
た
ち

　「
多
く
の
人
と
災
害
に
備
え
る
大
切
さ

を
共
有
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
同
会

代
表
の
村
上
文
男
さ
ん（
74
歳・砂
子
下
）

が
中
心
と
な
り
、
こ
と
し
の
３
月
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
。『
自

分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
へ

ど
の
よ
う
に
備
え
る
か
』
を
テ
ー
マ
に
防

災
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
月
に
１
回
「
災
害
か
ら
命
を
守
る
防
災

学
習
会
」
を
カ
ダ
ー
レ
で
実
施
。
全
市
民

を
対
象
に
、
災
害
へ
向
き
合
う
た
め
に
必

要
な
知
識
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
学
習
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
大
地
震
が
起
き

た
際
に
必
要
な
行
動
や
普
段
の
備
え
を
学

習
し
、
過
去
数
百
年
間
の
県
内
の
地
震
の

記
録
を
引
用
し
な
が
ら
「
大
地
震
は
い
つ

か
必
ず
や
っ
て
く
る
」
こ
と
を
強
調
。
災

害
時
に
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

日
用
品
や
心
構
え
に
つ
い
て
、
受
講
生
に

細
や
か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
る
重
要
性
を
伝

え
る
同
会
で
す
が
、
一
方
で
防
災
に
つ
い

て
常
に
考
え
る
必
要
は
な
い
と
学
習
会
の

中
で
話
し
ま
し
た
。「
防
災
に
つ
い
て
、

毎
日
考
え
る
の
は
難
し
い
た
め
、
日
常
の

中
で
年
に
１
回
か
２
回
、
防
災
意
識
を
呼

び
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
は

災
害
を
忘
れ
ま
す
が
、
災
害
は
必
ず
ま
た

や
っ
て
き
ま
す
」。

■
こ
れ
か
ら
の
目
標

　
代
表
の
村
上
さ
ん
は
「
毎
年
の
よ
う
に

各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
市
内
で
た
ま
た
ま
大
災
害
が

起
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
一
緒
に
学
習
し
て
一
つ
で
も
役
に
立

つ
こ
と
を
発
見
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
被
害

今
回
は

｢

ユ
ニ
コ
ム・ぼ
う
さ
い
秋
田
」
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

９月25日の学習に参加した皆
さん（右から２番目が代表の
村上さん）

49

ユニコム・
ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田ぼうさい秋田

　９月25日の学習会には約10人が参加。防災士
の資格を持つ同会メンバーが講師を務めます。

次回の学習会のテーマ

災害から命を守る備えを学んでみませんか？

「わが家の防災マニュアルを読み解く(前編)」

の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
。

そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
防
災
キ
ャ

ン
プ
も
計
画
中
で
す
。

日
頃
の
防
災
に
興
味
が
あ
る
方
や
、
こ

れ
を
機
に
家
庭
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
い
う
方
は
学
習
会
へ
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　参加を希望される方はご連

絡をお願いします。参加無

料。市発行冊子の「わが家の

防災マニュアル」をお持ちの

方はご持参ください。

日時　10月30日㈰　10時～11時半

会場　カダーレ２階研修室１＋２

定員　15人　

申し込み　ユニコム・ぼうさい秋田

　　　伊藤さん　☎２２－７４２７


